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暖地機械移植水稲と

施肥について

稚苗あるいは中苗の機械移植になってから，生育の促

進が著しし有効分げつ期・最高分げつ期が早くなり，

最高分げつ期から幼穂形成期に至る期間(ラグ期と俗称〉

が，成苗手植のときより長くなった。このため肥沃な土

壌では，土壌からの窒素の無機化による供給が可能であ

るが3 他の土壌では，水稲の窒素栄養の維持が難かし

し収量も期待したほど伸びていないのが実態である。

稚苗機械移植と成苗手植では，水稲の生育の様相を具

にしている。すなわち，生育期間毎に，生育量および窒

素の吸収をしらベ3 玄米重あるいは登熟歩合との関係を

みてみると，成苗手植の場合は，玄米重との相闘が強い

のに対し，稚苗機械移植では，むしろ登熱歩合との関係

に強い相関が認められる。

成苗手植では，分げつ期に水稲の窒素濃度を高め，最

高分げつ期以後は，生育量を増大させることが，玄米重

増加に効果的であるのに対し，稚苗の機械移植では，分

げつ期後半の生育量の増大が登熟歩合を高める反面，玄

米重を低下する傾向がある。また機械移植の場合は3 分

げつ期後半からラグ期にかけて 3 水稲窒素濃度を高くす

ると，登熟を悪化することも判っている。
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九州農業試験場

土壌肥料第 2研究室長

清野 馨

げつ期までの窒素濃度と生育量が大きくなる。 ラグ期

に，水稲が吸収する窒素濃度が高まると，登熟歩合は低

下し，ラグ期以前の窒素濃度や生育量が大きいほど，登

熟歩合の水準が低いこれが，暖地水稲生育過程の基本原

則である。

暖地水稲では，登熟の良否が収量性を左右する大きな

要因となっている。中国農業試験場の研究によると，穂

ぞろい期噴の 1えい花当たり葉身重を，できるだけ小さ

く，しかも茎の重さは，できるだけ重くすることが，登

熟を良くするコツである。

このために，密植して，基肥窒素は少施〈あるいは全

く無施用〉とし出穂35日前頃(ラグ期の始まり〉と25日

前の 2回に，重点的に施用するとし、う試みがなされ，成

果をあげている。一般に，ラグj切に窒素を施用すると，

もみ数は増えるが3 登熟歩合は確実に低下する。この方

法で成果がみられるのは，分げつ期に水稲の窒素濃度が

高まらず，生育量も小さし、がちである。

機械移植では，手植にくらべで密植が比較的容易であ

るから) [度地における窒素の施用法として，試めてみる

意味があると思われる。

第 1表は，九州農業試験場においてJ機械移植水稲の

追肥時期について検討した例で、あるが，最高分げつ期追
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(窒kg素/1の0ア施寸肥j法レ) kg/玄10米ア重ーノレ登熟%歩合総X1も0み2/数m' 本穂/r数n' 

5-2-0-3-3 547 92 268 374 

5-0-2-3-3 615 81 365 391 

3-2-2-3ー3 675 87 361 357 

施肥時期:基肥ー有効分げつ期ー最高分げつ期ー出穂前25日一同10日

品種:レイホウ， 3，2葉苗，栽植密度:19株lm'，

肥が有効分げつ期追肥に優り，基肥を減じて追肥を 2団

施用した場合が，もっとも高い収量を示した。原因は，

もみ数量によるもので，分施区では，元肥減量により，

ラグ期追肥に伴なう登熱歩合の低下が3 軽度ですんだこ

とも増収要因である。

稚苗の機械移植で収量をあげようと思うと，ラグ期追

肥が効果的だが，一方，登熟を低下するという危険性は

絶えずつきまとう。このようなときに，改良資材の施用

は，登熟歩合を低下せずに収量を増すという効果がみら

れる。第 2表は，九州農業試験場で実施しているもので

あるが，改良資材として，珪酸苦土石灰を 400kg，微量

要素資材を 3kg/l0アールを毎年施用している。

窒素の施用時期は，第 1表と同じであるが，改良区は

穂数を減らし，増収率の高い場

合は，精玄米数歩合を向上して

いることが判る。この間寺島で，

成首手植のときは，改良区の増

収は穂数，もみ数の増加によっ

て得られ7ていた。移植の方法の

ちがいで，改良資材の効果の現

われ方まで、変ってくる。

土壌は砂と粘土，腐植などが

集ってできているが， このう

ち，粘土がどんな性質をもって

いて，どのくらい含まれている

かということは，水稲の生育に

も影響を与える。たとえば，同

じ年に，同じ品種，同じ施肥法

宅、栽培しても"粘土の少ない粗

粒質土壌(A)と，粘土含量のや

や多い中粒質土壌くB)では，窒素の吸収や生育量に，次

のようなちがいがある，(第 3表〉

こり表で， Aの土壌では， Bにぐらべて生育初期から

生育旺盛で，しかも水稲体内の窒素濃度も高く維持して

いることがみられる。とくにラグ期間 (JIT)の生育量が

第 3表

少なし窒素濃度が高いことは，登熟歩合 (A: 89%， 

B : 98%)を低下した原因ともなるべきもので，玄米重

(A : 541， B: 611kg-jl0アール〉にも差が認められた。

このように，粘土含量の少ない土壌では，窒素肥料を

施用すると，土壌溶液中の窒素濃度が高まり 3 このこと

が水稲の窒素濃度を高め，生育を増進する効果となって

いる訳であるが，ラグ期間のように，窒素の吸収を抑え

7こい時期になっても，それが思うようにならない場合が

多く，登熟を悪化する原因となる。

従って，このような土壌では 1回に施用する量を少

なくして分施するか，あるいは基肥重点とし中間追肥

は行なわない，どちらかの方法が考えられる。生育初期

の草出来が良くて，登熟が悪いような場合は，ラグ期間

の窒素吸収について考えてみる必要がある。

これに対し，有明海沿岸干拓地のような重粘土壌で

は，粘土の質も良く，粘土の量も多いので，土壌に施用

した窒素肥料は粘土に吸着されて，土壌溶液中の窒素濃

度は低い。徐々に溶けてくるので，窒素の供給が長続き

する利点はあるが3 水稲iの窒素濃度を高めたい時期に3

上りきらないとし、う不利もある。このような土壌では，

第2表

改増良(収%区率)の 対玄(k米1g1R/a重区) 
精玄米数歩合(%) 初数(本/m') 総もみ数(x100/m') 

次
Nの施)J巴法

対照 改良 対照改良 対照 改良

1976 5-2-2-3-3 17 50.0 64 72 428 404 339 338 

1977 3-2-2-3-3 -5 67.5 87 85 357 357 361 352 

5-2-0-3-3 。 54.7 92 89 374 347 268 273 

5-0-2-3-3 。 61. 5 81 86 391 366 365 346 

1978 3-2-2-3-3 4 64.7 75 81 391 375 380 355 

5-2-0-3-3 6 63.1 82 87 398 361 336 337 

5-0-2-3-3 6 61.8 71 82 405 385 380 348 

5-2-2-3-3 5 68.0 78 80 426 374 382 388 

1979 3-2-2-3-3 7 63.3 84 89 442 379 340 346 

5-2-0-3-3 8 63.3 87 89 437 385 327 347 

5-0-2-3-3 6 59.5 82 87 425 381 334 332 

5-2-2-3-3 6 65.8 86 88 450 421 340 355 

一

必要な時期に施用する，分施の形をとらざるを得ない。

まとめ 水稲の機械移植栽培においては，追肥を施用

することを前提として，施肥設計をたてることが望まし

い。この際，追肥の時期は，有効分げつ期と最高分げつ

期の 2回，あるいはどちらか 1回とする。ラグ期に追肥

をする(あるいは，この時

期に土壌窒素の発現が多い

と予想される〉ときは，基

肥は少な目に抑えておく。

追肥の 1回の施用量は，窒

ー素で、2kg/l0アール以下とす

る。

壌土 I II nr N Nの施用法:基肥5kg一分げつ盛期2kg

穂肥3kg宛2回(10アール当たり)
1臼当たり生育 A 1.2 16 9;5 21 1 :格植から分げつ盛期までの期間
唱加量 (i/iri''Y B 1.1 14 19 17 n:分げつ盛期から最高分げつ期月ままででのの期間
平均 'Nい濃度 A 4.0 1.8 0.8 0.7 nr:最高分げつ期から幼穂形成期 期間(ラタ期間)

ぃ....(%}" B 3 ~6 ‘1: 6 '0;5 げ O~8 -N~幼穂形成期から穂ぞろし白、までの期間


